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Press Release 
 

2024 年 8 月 27 日 

 株式会社 TBM 

報道関係者各位 

 株式会社 TBM（本社：東京都千代田区、代表取締役 CEO：山﨑敦義、以下 TBM）は、イベント制作の大手企業で

ある株式会社テー・オー・ダブリュー（本社：東京都港区 代表取締役社長：村津憲一、以下 TOW）と連携し、イベ

ント CO2 排出量可視化ツール「EventGX」を開発したことをお知らせします。本ツールは、TBM が運用する CO を

含む温室効果ガス可視化サービス「ScopeX（スコープエックス）」を活用し、TOW グループが持つイベントプロデ

ュースの独自ノウハウが組み込まれた、イベントに特化した CO 排出量可視化ツールです。TBM は本ツールのシス

テム開発を担当し、TOW がイベント主催者である企業、自治体、団体に向けて「EventGX」を提供していきます。 

今後 TBM は、CO 排出量の算定に課題を抱える企業や業界に向けては、従来通り「ScopeX」提供し、業界に特化

したニーズを持つ企業向けには、今回のような CO  排出量可視化に関するシステム開発も行いながら、脱炭素化の

ソリューションを提供して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 背景・目的 

TBM は、鉱物由来や CO2 由来の炭酸カルシウムを主原料とする環境に配慮した新素材「LIMEX」の国内外への

普及、国内最大級のプラスチックのマテリアルリサイクル処理によるプラントの運営及び資源循環プラットフォー

ムの構築・運用に取り組んでいます。2022 年から、原材料調達、製造、物流、廃棄など、一連の事業活動から発生

する温室効果ガス排出量を算出するクラウドサービス「ScopeX」の提供を開始し、プラスチック関連事業者、農業

関連事業者、不動産関連事業者 など、本サービスは様々な業界で採用されてきました。 

TOW グループは、多くの人やモノが移動し、多くの資源が消費される企業・自治体・団体が主催するイベントに

おいて、限りなく環境負荷に配慮されたイベント制作過程を提供することで、持続可能な社会の実現への貢献を目

指しています。2023 年 2 月、イベント制作の過程における環境負荷を点検し、会場選定／移動・運搬／施工・装飾

／運営・調達／ケータリング／廃棄・処理のフェーズ毎に最適な環境負荷を低減できるアクションが起こせる「サ

ステなイベントガイドライン」 を策定しています。 

* TOW グループ「サステなイベントガイドライン」：https://tow.co.jp/sustainaevents/ 

 

TBM、TOW グループと連携し、「ScopeX」を活用した 

イベント CO 排出量可視化ツール「EventGX」の開発を支援 

～イベントプロデュースの独自ノウハウを組み込み、業界の特性に合わせたカスタマイズを実現～ 

https://tow.co.jp/sustainaevents/
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■ イベント CO2 排出量可視化ツール「EventGX」の特長 

今回、開発した「EventGX」は、イベントを実施する前段階にイベントの CO 排出量を算出することが可能で

す。イベントの構想段階の CO 排出量を算出・把握することで「サステなイベントガイドライン」を組み入れたプ

ランを再構築することが可能になります。実施後のイベント CO 排出量を算出し、クライアントにレポートするこ

とも可能です。今回使用した排出源単位データベースは、環境省が作成した最新の「サプライチェーンを通じた組

織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（Ver3.4）」）をはじめとした複数の信頼できるデ

ータベースを参照し、計算方法は「GHG プロトコル*」などの基準に基づいて構築したため、高い一貫性と信頼性

を確保しています。さらに、定期的に排出原単位の見直しと更新を行い、最新の数値を利用した CO 排出量の算出

結果をレポートとしてクライアントへ提供します。 

*GHG プロトコルとは、国際的に活用されている GHG 排出量の算定、報告の基準です。 

 

 

特長 1 多様なイベントの CO2 排出量の算出に対応 

街頭イベント・ポップアップショップ・記者発表会・カンファレンスなど多様なイベントに対応可能 

特長 2 イベント CO2 排出量レポートを提供 

イベントにおける CO2 排出項目を各原単位と紐づけを行った上、独自の算出フローをオンライン上に構築したこと

で、算出に抱える負荷と手間とコストを大幅に低減。イベント毎の CO2 排出量を容易にレポート化が可能。 

特長 3 イベント CO2 排出量の事前予測や環境負荷低減アクション・ソリューションを提供 

イベント実施の前段階でも想定される CO2 排出量を算出することが可能。また、当社グループの「サステなイベン

トガイドライン」に基づき、最適な環境負荷を低減するアクションやソリューションを提供可能。 
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■ ScopeX について  

本サービスで算出する GHG 排出量と報告項目は「GHG プロト

コル」に基づいています。プロトコルでは、企業 活動で排出される

項目は直接排出（Scope1）と間接排出（Scope2）、バリューチェー

ンで排出される GHG（Scope3） に分けられており、Scope3 には

廃棄物、輸送など 15 のカテゴリが存在します。ScopeX は、Scope 

1-3 にかかる企 業活動のデータを入力することで、企業全体の 

GHG の算出が可能となり、拠点ごとの分析や拠点間の比較をする

ことができます。 

（詳しくはこちら）https://scopex.tb-m.com/ 

 

■ 株式会社 TBM 

代表者 ：山﨑 敦義 

所在地 ：東京都千代田区有楽町 1-2-2 15F 

設立 ：2011 年 8 月 

資本金 ：1 億円（資本準備金含み、120 億 3546 万円） 

事業内容 ：環境配慮型の素材開発及び製品の製造、販売、資源循環を促進する事業等 

URL ：https://tb-m.com/ 

 

 2013 年 経済産業省のイノベーション拠点立地推進事業「先端技術実証・評価設備整備費等補助金」に採択 

 2014 年 国内特許を取得し、現在、日中米欧を含む 40 カ国以上で 200 件以上の特許を権利化 

 2015 年 宮城県白石市に第一プラントを建設 

 2015 年 経済産業省の「津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金」に採択 

 2016 年 米国シリコンバレーの「Plug and Play」で初の 『世の中に最も社会的影響を与える企業ソーシャル 

  インパクトアワード』を受賞 

 2018 年 COP24（第 24 回国連気候変動枠組条約締約国会議）に日本政府代表団として参加 

 2019 年 軽井沢で開催された「G20 イノベーション展」に出展 

 2020 年 使用済みプラスチック等の再生材料を 50%以上含む素材「CirculeX（サーキュレックス）」を発表 

 2020 年 宮城県多賀城市に第二プラントを建設（LIMEX 生産容量：23,000 トン/年） 

 2021 年  韓国財閥の SK グループと 135 億円の資本業務提携を合意 

 2021 年 自社製造拠点で使用する全電力を実質 100%再生可能エネルギーへ転換 

 2022 年 科学的根拠に基づく目標（SBT）認定を取得 

 2022 年 Amazon が設立した「The Climate Pledge」に署名 

 2022 年 神奈川県横須賀市に LIMEX とプラスチックを自動選別・再生するリサイクル工場を建設 

 2022 年 CDP の「気候変動」と「水セキュリティ」に関する調査で「B」認定を獲得 

 2023 年 経済産業省が運営するインパクトスタートアップ 育成支援プログラム「 J-Startup Impact 」に選定 

 2024 年 世界経済フォーラム年次総会（ダボス会議）に参加 

 2024 年 環境マネジメントシステムの国際規格「ISO 14001」の認証を取得 

 

＊本リリースに記載された会社名および商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。 

＊本リリースに記載された内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社 TBM コミュニケーション本部 広報・マーケティング部  担当：菊田  

デジタルソリューション室 担当：奥秋 

メールアドレス：pr@tb-m.com  問い合わせフォーム：https://tb-m.com/contact/ 
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